
別紙１　参考様式

１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

実質化された人・農地プラン

市町村名 対象地区名（地区内集落名） 作成年月日 直近の更新年月日

①地区内の耕地面積 ２９．３ｈａ

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 ２４．４ｈａ

③地区内における７５才以上の農業者の耕作面積の合計 ３．６ｈａ

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計 ０ｈａ

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計 ０ｈａ

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 ３．６ｈａ

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

福崎町 板坂集落 令和4年2月1日 令和２年３月１日

（備考）

・　対象地域では、集落営農組織への農地の集約が進み、地域内の農地の７割（２０．８ha）を集落営農組織が
引き受けているが、農業者の高齢化が進行しており、今後も農業者から引き受ける農地の増加が見込まれる。
・　集落営農組織内の農作業従事者の高齢化が進行しており、5年後には、従事者の5割以上を70歳代が占め
ることが見込まれる。
・　対象地域では、中山間地に位置する農地が多く、草刈の対象となる畦畔は広く、急傾斜で高い法面も多い。
また、有害鳥獣の被害も受けやすいため、農業者や集落営農組織が農業を営む上で負担が大きい。

集落内の農業者から依頼があった農地は、集落営農組織がすべて引き受けるようにする。


